
計画の推進体制

社協だよりやホームページ、パンフレット、
地域の集まりの機会などを活用し、計画の内容
の普及に取り組み、住民や地域、関係機関等に
よる地域福祉活動を推進します。

計画の普及
計画に基づく施策・事業を「計画（Plan）」➡「実行（Do）」➡    

「評価（Check）」➡「改善（Action）」を実施し、適切な進行管
理に努めます。また、計画を推進する上で、成果・効果を　
評価するための数値目標を以下のように設定します。

計画の進捗管理
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ひさやま福祉大学への参加者数 累計 53 人 (令和２年度) ➡

➡

➡

累計125人(令和８年度)

ふれあい・いきいきサロンの設置数 12 か所 (令和２年度) 15 か所 (令和８年度)

久山町社会福祉協議会について「活動内容を知っ
ている」と回答した人の割合 26.3％(令和２年度) 30％　(令和８年度)

成果指標名 現状値 目標値

法人後見事業及び日常生活自立支援事業の利用者数 ３件 (令和２年度) ➡ 10件(令和８年度)

ボランティア講座等への参加者数 累計 42 人 (令和２年度)

累計１回 (令和２年度)

➡ 累計120人(令和８年度)

➡心配ごと相談所利用件数 11 件 (令和２年度) 36件 (令和８年度)

➡移送サービス事業利用件数 ０件 (令和２年度) ５件 (令和８年度)

➡災害に関する講座への参加者数 ０人 (令和２年度) 累計100人(令和８年度)

➡災害ボランティアセンター設置運営訓練の回数 累計７回(令和８年度)

19 世帯 (令和２年度) ➡平時からの見守り対象世帯数 40世帯(令和８年度)

➡久山サン・シー事業プランター設置数 200世帯(令和２年度) 800世帯 (令和８年度)

➡福祉ボランティア活動や地域活動について「現在
活動している」と回答した人の割合 19.4％(令和２年度) 25％　(令和８年度)

➡不安や悩みを相談する相手が「社会福祉協議会の
職員」と回答した人の割合 0.3％(令和２年度) 10％　(令和８年度)

➡町の保健・福祉情報の入手先が「社会福祉協議会の
「社協だより」やホームページ」と回答した人の割合 12.7％(令和２年度) 25％　(令和８年度)

➡生活支援体制整備事業における買い物支援や移動
支援等のインフォーマルサービスの創出件数 １件 (令和２年度) ３件　(令和８年度)

➡日常生活自立支援事業について「制度の内容まで
知っている」と回答した人の割合 8.1％(令和２年度) 20％　(令和８年度)

➡生活困窮家庭の子どもや保護者、不登校児童生徒
が気軽に立ち寄れる居場所の設置数 ０か所 (令和２年度) １か所　(令和８年度)
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➡賛助会員加入口数 1，479口(令和２年度) 1,600 口 (令和８年度)

➡赤い羽根共同募金実績 2,890,877円(令和２年度) 3,000,000円(令和８年度)
➡福祉自動販売機設置台数 ９台 (令和２年度) 10台(令和８年度)
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- 概 要 版 -

地域住民やボランティア団体、福祉や介護の事業者等の民間団体が相互に協力して地域福祉を推進していく
ことを目的とする民間の活動・行動計画で、社会福祉協議会が策定するものです。

計画期間は、「地域福祉計画」との整合を図り、令和３年度から令和８年度までの６年間です。

地域福祉活動計画と は

町（行政）が地域福祉推進のための理念や仕組みをつくる「地域福祉計画」とそれを実行するための活動・
行動のあり方を定める「地域福祉活動計画」は、住民をはじめとする地域福祉の推進に関わる様々な担い手の
参加と協力を得ながら、取り組みを展開するという共通の考え方を持っています。これらが一体となって策定
されることにより、住民や地域、関係機関・関係団体、福祉や介護サービス事業所、町（行政）等、地域福祉
の推進に関わる様々な担い手の役割や協働が明確化され、より実効性のある計画づくりが可能となります。

地域福祉活動計画の 考 え 方

地域福祉の推進

社会福祉協議会
地域福祉活動計画
（具体的な活動・行動）

町 （行政）
地域福祉計画
（理念や仕組み）

地域福祉の理念の共有
住民参加の取り組み
福祉活動の基盤整備

－ 「地域福祉計画」 と 「地域福祉活動計画」 の関係イメージ －



地域共生社会とは

子ども、高齢者、障がい者など全ての人々が地域、暮らし、
生きがいを共に創り、高め合うことができる社会のこと

 基本目標１人と人、 人と地域がつながるまちづくり
主要施策１ 地域福祉 ・ 地域共生の意識向上

２ 住民主体のまちづくりの推進
（○地域福祉活動に関する情報発信及び参加支援 ○地域福祉活動への意識向上 ○多様な組織の連携強化）

１ 交流の場・機会づくりの支援
（○世代間交流の実施 ○ひとり暮らしを励ます会の開催 ○ふれあい・いきいきサロン活動の推進 ○久山サン・シー 事業の実施

  ○認知症の人を介護する家族への支援）

施策の展開

主要施策２ 住民同士の交流の場 ・ 機会の充実

２ 団体への活動支援（○町内福祉団体等への支援 ○関係団体の連携強化）

１ 地域の担い手の確保・育成
（○ボランティア講座等の開催 ○ボランティア活動の支援＜新規事業＞

  ○ボランティアの活動拠点整備 ○元気サポーター養成講座の開催
  ○認知症サポーター養成講座開催の支援）

施策の展開

主要施策３ 地域福祉活動 ・ ボランティア活動の活性化

２ 地域福祉・地域共生に関する広報活動（○社協だよりの発行 ○多様な媒体を活用した情報発信）
１ 福祉教育の推進（○福祉教育教材の配布・活用 ○福祉体験学習・講座の実施 ○ひさやま福祉大学の開催）

施策の展開

サン･シー（3C）とは、Community（地域）、Casual（さりげない）、
Connection（繋がり）の頭文字からとった言葉。地域社会
から孤立することなく安心して生活を送ることができる
よう、各家庭へプランター等を配布（貸与）する事業

基本目標３元気と笑顔があふれるやさしいまちづくり

１ 健康づくり・介護予防の推進
（○ふれあい・いきいきサロン事業の活動支援

○中長期通所型サービス事業（ふれあいスクール）の実施 ○レクリエーション備品等の貸し出し）

２ 心の健康と生きがいづくりの推進
（○心配ごと相談所運営事業 ○自殺対策の推進 ○ひとり暮らしを励ます会の実施

 ○移送サービス事業の推進 ○高齢者相互支援の推進）

施策の展開

主要施策１ 健康づくり ・ 生きがいづくりの充実

１ 防災・防犯対策の強化
（○災害に関する講座の開催 ○災害ボランティアセンター設置運営訓練 ○高齢者等見守り事業の推進）

２ 感染症への備えの充実
（○心配ごと相談所運営事業 ○高齢者等のフレイル対策の推進）

施策の展開

主要施策２ 災害等の緊急時における備えの充実

１ 交通や買い物などの生活環境の充実
（○移送サービス事業の周知 ○買い物、交通手段などの整備）

２ バリアフリー化・ユニバーサルデザインの推進
（○バリアフリー化・ユニバーサルデザインの普及啓発）

施策の展開

主要施策３ 安心できる生活環境の整備

基本目標４安定した社会福祉協議会の
基盤づくり

１ 運営基盤の整備
（○定款・諸規程の整備 ○会計基準・経理規程の整備）

３ 組織体制の強化
（○理事会及び評議員会の充実 ○職員育成研修の充実と体制づくり）

２ 自主財源の確保
（○賛助会員加入の推進 ○赤い羽根共同募金運動の推進 ○福祉自動販売機設置の推進 ○企業等への

  広告掲載の推進 ○久山町民ゴルフ愛好会チャリティーコンペの開催支援 ○新たな財源の開発）

施策の展開

主要施策１ 社会福祉協議会の基盤整備１包括的な相談支援体制の充実（○相談窓口の周知啓発 ○心配ごと相談所運営事業 ○横断的な相談支援体制の構築）

２ 地域における相談機能の強化（○地域との連携による継続的な支援 ○民生委員児童委員との連携強化 ○見守り支援活動の推進 
○社会福祉法人の連携強化＜新規事業＞）

施策の展開

主要施策１ 相談支援体制の充実

１ 福祉に関する情報提供の充実
　（○情報提供の充実 ○アウトリーチ（訪問活動）による情報提供）
２ 福祉サービスの充実（○インフォーマルな生活支援サービスの創出＜新規事業＞

　○生活支援コーディネーターの業務遂行  ○協議体 （手に手を
        とってあつまりの輪）の運営  ○福祉活動専門員の業務遂行）

施策の展開

基本目標２一人ひとりの暮らしを受け止め、
支えるまちづくり

主要施策２ 情報提供と福祉サービスの充実
協議体 （手に手をとってあつまりの輪）とは、
住民の多様な生活課題や困りごとに対応する
ため、地域住民やボランティア団体、民間事
業者などが情報交換や課題解決に向けて話し
合いを行う場のこと

主要施策３ 複合的な課題を抱える人々への支援の充実

１ 権利擁護の推進（○各種事業の周知啓発 ○日常生活自立支援事業の実施 ○法人後見事業の実施＜新規事業＞）
２ 生活困窮者自立支援の充実（○生活困窮者支援 ○生活福祉資金貸付事業 ○ふくおかライフレスキュー事業

○学習支援事業のサポート ○不登校、ひきこもりの人とその家族への支援＜新規事業＞）

施策の展開

※＜新規事業＞とは、計画期間内（令和３年度から令和８年度まで）に
　事業実施の検討や準備・調整を進め、事業を開始する予定のものです。

地域で支え合い
みんなが安心して暮らせる

共生のまち
地域の身近な支え合いの中で、子どもから高齢者、
障がいのある人など全ての住民が安心して暮らし
続けることができる共生のまちづくりを目指します！

目指すまちの姿


